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拒食,拒絶, さ上■一に被毒妄想が消失 したこ上 2)頻回

(])支持受容療法によ;)依存的とf汗)入院時と全く同 し様

こと.~考察 :本例では分裂病過程i･こ心閃LT)明確な21叫 り

解離がjtとニ)わた.そかr-.'が分裂病症状にL1-I;した影響に注

(:_iすると1回日には無治療で妄想を主体とした陽性症状

が改善されるブラス作用を, 21t-=nji二は陰性症状減税と

慢性化といF)てイナ一八作用を見,ll!.し得る,して-+tトー機

制には分裂病過程-LT)防衛榛能があL),分裂病が軽快す

る場合があると従来より至摘 されているが,本例はそれ

離L7一喝合が多く.病態水準は重い.それ故に分裂病iこ対

する防衛機能の役割は不定で,現れ方も投雑である.そ

れと､)が彼11-L7)症例に本刑に認めた分裂病症状(こ対する劇

的な改番摩周がみられない理由と思われる.このようをこ

本例と彼1､'の症例を比較検討 した結乳 /Jy裂病陽性症状

改善作用を有するヒ--ち:7-1り一一L')特徴(･(こして,11病態水

準が軒いこ上 2)明確7L;心因が存在するこ上 ニ3)分裂

病過程への単なる重倍であるこ上 Lll分裂病性･取′肯休

験に対する反応ではないこ上 を導きl_二土廿 ことが可能 (l二

考え1､-Itた.次にて 1ナース作用に着日+る上 精神療法

るかどうかiこも言及 し加 十かはなl･吊こし､.大原が, ヒス

テり-1日工周囲(f二新 しい関係を持上･')上する姿であって

治境的契機となi)得ると認めている(T)に対 し.永【=l汗)は

対人開陳の脆弱性や他者-Ll)接近の危険ti:.ぼ減 じない上

して否定的に捉えてる.本例では積極的精神埼法iこよi)

2回臼の解離が生L+,それを経て患者は自閉世界に安住

し,埋没するようiこなった.従って積極的精神療法的丁

プロ-子は分裂病像の陰性化-の橋渡しをする新たな危

機的状況を招来する危険性があると思われ 永田上､-)とは

適った意味で治療的契機にはならないと考えLT〕ttた.

5)ffn小板凝集能検査における向精神薬の巌三響
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今回,我々は血小板機能に影響を与えていると言われ

ている多 くの薬剤の中かr_〕特に,向精神薬である三確糸

薬剤とフェノチアジン糸薬剤に-I)いて,血′ト板凝集能へ

の影響をふたので報告する.

【Invitr()での検討】鰹常成人より空腹時 3.13,96pク

二1-･ン矧 トトりr17ム加採血し_..PRPおよび PPI〕を作製,

凍駁能測定は,Pup2(I)lLlに被険液 22/Elを添加 しMll;-

J'･0削 日限.准敬惹起物質 (Al)r'Jj(Lび collこIgen)22/Ll

を添加 し最大華厳率を凍めた&被検液である三環系薬剤

い'ミトり-7"-f-りン･1'ミブうミン1おJ二びt.7_1_ノ･-I:J'

ジン糸薬剤 しウl~-′Lイrll-√ジン･し｣こjイし--,,rン)汁

生理食塩水で溶帆 500 -1/EM濃度に希釈 した.

臣臨床症例での検討ヨ三環系薬剤および フェノチアジ

ン系を常用授与 している患者7名について,Al)Pおよ

び eollこIgenを用いて凝集能検査をし.最大凝集率にて

健常者と比較 した.

【lll Tヽitroでの結果】 各薬剤.'･二一I'いて濃度展開 した

Al)Pおよび collagellLL')凝集曲線は 薬剤濃度に応 とこ

て抑制効果が認和､､わた.擬態抑制率 は .10--1MLilAI)I)

()いf二′7r･,i-イ~r~1--1'上････Lボ /Lゾ t一･一!r ン (56.000,

56潮 にItベ崩し､抑制効果を示 した. また.collこlLyH1

におし､ても同様の性向が托ト,か た が. Al)I)LLIP･)やや低

い抑制勧製であ･･､た.抑制 曲線 か !､'各薬剤ハ II11)r'お

よび L･､011こIg(判 に頼十るIC150を求 ふf)他剤上し7斗ヒ粒をし

た.抗血小板剤である.iI-.71人やゾ-,Lよりやや低し､もL/r)

ンとツt7,し-八 丁てjンでLJ')薬剤J)相乗抑制をふたが効果

【臨床症例で〔･r7滴吉果】臨床 7例でuT)Ar)r'LJIIEM ニ1二二)-

I,lン2/Lg:mlの最大凝輿率において.健常 人に比べ ADI~)

では差L7)ないものt7)二tラ--ゲンにおいてやや低く,二次

凝集の低下が示唆きれたため,凝集惹起物質エピネフリ

ンにて検討を加えた.その結果,患者群の半数が50%以

下の最大凝能率であった.また,投薬量と凝集率には相

関性は認められなかった.

【考察】血′ト板機能の一つである血小板凝集能のinvitro

において,各薬剤に抑制効果があることが確認された.

また臨床例では. しボメゾロてジン投与患者が中心とな

り,二頂糸の影響を把握するこ(L_が.Lli来なかったが. :1

ラーLfン･エビネブりン凍鮭に強 く影響をあたえること

が判明 した.よ1て,本薬剤を服用 している患者に-'_)い

ての血小板凝集能測定に際 しては.これi,L,の事を十分考

庸 し結果を判断 しなくてはなL､)ない.特に.抗血小板作

用を持つ他剤との併用では,相乗作用も考えド)れ投薬に

おいての経過モニターとして血小板凝集能測定は蚤要と

考え仁)tlる.今後,内因性 ADPLJT)放出障害がなぜ抑
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制さIIL.るのか.その抑制機序について検討を加えたい.

-全国動向と本県の現状

郷 嫡男や小泉 毅 (警讐警讐神保健)

精神障害者の社会復帰対策の一つに精神保健聴親制度

がある.国は,昭和57年度か!､'予等補助化して現在 r通

院患者l),＼どり1-71･･一一二三一ン軒業.Jとして全都道府県で実

施している.本県では昭和17隼1(川 かLL一二LT)事業を開始

し.昭和61年度か日和7)制度に移行して取り組A,.できて

し､!｡.今回,移行後の83事常所にしはり.1.職親事業

所(･T)業種 ･規鼠 2.訓練生し')参加状況.3.職親自身LTl

記名で悪鬼を聞いてみたので全国動向を踏まえて報告す

ち.回答数ニ37日t瑚丈率.･1̀･1.6%1

1.の登録 (協力)事業所で多いのは,製造業 ･卸小

売第 〇サ-ビス菜の順で製造業が全体の70%弱であった,

事業内容は.生産 ･加工 ･組ふ立てがほと,LLL:であり,

包装 ･清掃がこれCこ次いで占めている.事業所の規模別

ではヲ他の従業員を含めて100人以下の小規模事業所が

鮒%以上占めており,100 人以上の規模は2件をこすぎな

い.

2.の訓練生の参加状況では,事業所の受け入れ人数

は1人から4人が圧倒的に多く72%,次いで5人から9

人である.また,20人以上も受け入れている事業所も1

件あった.年令は30歳代,20歳代,亜歳代の順で,食わ

せて朗%であった.-週間の勤務日数は,6日が亜%で,

5日連日と続いている. 1日の仕事時間は,7時間とい

うのが多かった.

屠住状況は.自宅かLt-の通勤者が6割弱,次いで単身

アパー ト,薬岡住居の将である.贋金は,髄の従業員と

ほぼ同じ扱いをしている率と,違う扱いをしている率が

ほぼ半々であー,た.7割C')事業所が時間給扱いで平均単

価537円,月給でlOO,789｢l=jであった.

3.の聴親自身の考え方,受けとめ方では,職親経験

3年1｣､内が7割で8年以上が1割を超えている.職親に

正一}たきっかけは.病院 ･保健所 ･他の職親か吊T)情報

によりなった者が9割以上,人手不足や社会の為にたる

が2割,給料が安くてすむを理由にした事業所はほとん

どなかった.

聴視になって良かった理由i･こは.素直,真面目に働 く

本人や家族の喜んでいる姿に嘗びを感 じる.精神病や患

者についての理解の深まりをあげる著が多かった.逆に

349

苦労 している点では,仕事を覚えさせるのに時間がかか

る.人間関係やf･i二事に対する気配りiこ神経を使 うなどを

あげ,他の産業展からの苦情は少ない.

特に注意している点ではt危険な仕事や樺根の使用は

させず,根気よくわかE)やすく指導しているたどである.

雇用については,従業員として雇用または醸用してjl

たいとした事業所が600-0-70%あi),企業としては人手

不足の*JL一･一をすると共iこ障害者の雇用i･こ心掛けること

担おうとしているようである.

4.LT)制度 LCT)希望としては.税制ー上の優遇措置,障

害者の雇用の促進等に関する法律の適用を要望している

ところが多い.

昭和47年度から昭和63年度までの泰県の職親線事業所

数は舶7ヶ所で,制度を利潤して就労をこ結びついたケ-

封ま539人中の:16人で,700弱とまだ限iTL.,れている. し

かし,入院に至ったケ-スは87人の16%をこすぎず,継続

してこの制度を利用している著 し63%)と転職者･求職

苦･その他を合わせると452人で83%iこものぼり.本制

度の社会復帰機能とその果たす役割の重要さを改めて伺

い知ることが出来た.

さ吊こ.昭和63年度の全国の ｢~通院患者))′＼どり十一･一

ショソ事業｣の乗務を見てみると,事業所数が一番少な

い県で3ヶ所,多い県で89ヶ所,新潟県は19ヶ所であり

社会復帰対策の推進が叫ばれている割には,あまり進展

い問題 ･課題と制度そのものLT)PR 不足が依然として

あり十分に榛能 しえていない面もある.利用する側 ･援

助する側,双方がこのことをしっかりと認識し,いかをこ

有効的に制度を利用 ･活用し.精神障害各の就労へ向け

て･･････-歩でも実効あるもの-と発展させて行けるのかいけ

ないLT)かが問われている. し1990.12.9)

7ト 二重人格の 1例

日辺 洋三 (長 岡 保 養 園)
出江 一枝 し新潟大学精神科､)

二重人格の症例の病理,治療について考察 した.

本症例の二重人格はエレンベ′LジI.の多重人格の分類

では交代性阜電人格の十方通行的忘却型に当てはまった.

個々の人格の特徴を以下に記す.第---人格は女性で対

他配慮が強 く自己抑制的である.愛想が良く周囲に自分

を合せて反抗することのない ｢しっかi.)ものの良い子.｣

である.これに対して第二人格は男性である,無口で無

愛想で自己中心的に周鞘を動かそうとし,それがかなわ
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